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ケッペル（KPLM） 
M1 を自動運行船舶技術など同社グループのデジタル化

による企業変革の柱と位置付ける戦略に期待 
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 2019/12 期 1H（1-6 月）は売上高が前年同期比 10.8％増だったが、

営業利益が同 37.2％減、純利益が同 39.3％減。前年同期の不動産事

業に係る開発プロジェクト一括販売利益による反動減が響いた。 

 セグメント利益では、オフショア・海洋事業と投資事業が前年同期

の赤字から黒字転換。特に M1 社の経営権取得が利益面で貢献。 

 M1 は業績向上期待に留まらず、自動運行船舶技術など同社グルー

プのデジタル化による企業変革の中心的役割を果たすものと期待。 

What is the news？ 
7/18 発表の 2019/12 期 1H（1-6 月）は、売上高が前年同期比 10.8％増の

33.15 億 SGD、営業利益が同 37.2％減の 4.81 億 SGD、純利益が同 39.3％減

の 3.56 億 SGD の増収減益となった。インフラストラクチャー事業と投資事

業の増収が全体の売上高を牽引したが、前年同期に発生した中国とベトナ

ムにおける開発プロジェクト一括販売利益が無くなった一時的要因により

営業減益となった。また、借入金増加およびシンガポール国際会計基準の

採用により純金利費用が増加したことも純利益の減益要因となった。 

事業セグメント別の業績は以下の通り。オフショア・海洋事業は、売上

高が同 13.4％減の 8.13 億 SGD、純利益が 1,000 万 SGD と前年同期の▲4,000

万 SGD から黒字転換。浮体式石油ガス生産貯蔵設備、ジャッキアップ型リ

グ、および浚渫船の引渡しが利益面で貢献した。不動産事業は、売上高が

同 20.2％減の 6.28 億 SGD、純利益が同 56.7％減の 2.62 億 SGD。減収減益は

前年同期に発生した中国とベトナムの開発プロジェクト一括販売利益が無

くなった反動による。インフラストラクチャー事業は、売上高が同 17.7％

増の 14.25 億 SGD、純利益が同 10.6％減の 5,900 万 SGD。減益は前年同期の

ケッペル DC リート私募発行に係る利益が無くなった反動による。投資事業

は、売上高が同 8.0 倍の 4.49 億 SGD、純利益が 2,500 万 SGD と前年同期の

▲4,600万SGDから黒字転換。新たな買収、新聞大手シンガポール・プレス・

ホールディングス（SPH）との企業連合による M1 社の経営権取得に係る利

益、および以前からの M1 社への出資分に係る再評価益などが寄与した。 

How do we view this？  
 同社は M1 を企業グループのネットワーク回線接続事業の柱と位置付け

ており、特にオフショア・海洋事業の自動運行船舶技術と M1 の 4.5G 通信

ネットワーク接続によって船舶と陸地とを通信接続し、 IoT（ Internet of 

Things）の海運アプリケーションを推進する戦略を立てている。M1 につい

ては複数のモバイルプランを新しい「One Plan」に刷新して 2019/5 にロー

ンチし、2019/6 末には 225 万件の顧客基盤（前年同期比 8 万件増）を確保

した。M1 自体の業績向上に加え、M1 を企業グループのデジタル化による

企業変革のエンジンと捉えて海洋関連事業の自動化を推進する経営戦略に

期待がかかる。2019/12 通期の市場予想は、売上高が前期比 15.7％増の

68.99 億 SGD、当期利益が同 4.7％減の 8.99 億 SGD である。 
 

  

業績推移 ※参考レート　1SGD=78.83円

事業年度 2016/12 2017/12 2018/12 2019/12F 2020/12F

売上高（百万SGD） 6,764 5,961 5,962 6,899 7,798

当期利益（百万SGD） 783 196 943 899 999

EPS（SGD） 0.43 0.11 0.52 0.51 0.55

PER（倍） 14.30 55.91 11.83 12.06 11.18

BPS（SGD） 6.42 6.29 6.20 6.50 6.79

PBR（倍） 0.96 0.98 0.99 0.95 0.91

配当（SGD） 0.20 0.22 0.25 0.23 0.25

配当利回り（%） 3.25 3.58 4.07 3.74 4.07

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.23 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 6.15
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主要株主（2019/9）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 21.21
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1968年に英国の造船会社、スワン・ハンター社によって
設立。20ヵ国以上で事業を展開するマルチビジネスカン

パニーで、エネルギー、インフラストラクチャー、環境浄
化、高機能住宅・オフィスなどに関するソリューションを

提供している。オフショア・海洋事業、不動産事業、インフ
ラストラクチャー事業、投資事業の4つの事業セグメント

のもと、事業を管理している。
グループ企業には、海上石油掘削設備の設計・建設・

修理、船舶の修理・改修、特殊造船などを行うケッペル・
オフショア＆マリン、アジア地域を中心に住宅開発や都
市設計、統合的なタウン・シップ、商業用不動産開発など

行うケッペル・ランド、エネルギーインフラの運営や関連
するソリューションを提供するケッペル・インフラストラク

チャー、ワンストップの統合ロジスティックスソリューショ
ンの提供や高可用性データセンター施設の開発、管理を

行うケッペル・テレコミュニケーション＆トランスポーテ―
ション（ケッペル・T＆T）、アセットマネジメントを行うケッペ

ル・キャピタルなどの企業がある。2019/2に新聞大手シ
ンガポール・プレス・ホールディングス（SPH）との企業連

合により、通信大手M1に対して株式公開買い付けを実施
し、同社の株式90.15％を確保した。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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